
　

皆
さ
ん
は
普
段
、
見
慣
れ
た

景
色
や
顔
な
じ
み
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
突
然
、
病
気
に
な
っ
た

り
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
と
き
、

あ
な
た
は
ど
こ
で
生
活
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
か
？

　

多
く
の
方
の
頭
に
浮
か
ぶ
の

は
、
病
院
で
し
か
療
養
は
で
き

な
い
の
で
は
？
と
い
う
疑
問
で

し
ょ
う
。
で
す
が
本
音
と
し
て

は
、
自
分
が
辛
い
と
き
こ
そ
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た

い
と
想
い
が
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

保
健
福
祉
だ
よ
り

5

Vol.
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病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も

　
　
　
安
心
し
て
生
活
で
き
る
宇
検
村

み
ん
な
で

元
気
に
！　

　
宇
検
村
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

　　　各予防教室や健診などの予定表　　　

!!

！

～
あ
な
た
の
生
活
を
支
え
る
『
在
宅
医
療
』
～

　

そ
ん
な
疑
問
を
解
決
し
、
想

い
を
支
え
る
資
源
の
ひ
と
つ
が

「
在
宅
医
療
」
で
す
。

　

在
宅
医
療
と
は
、
生
活
の
場

で
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
医
療

や
看
護
の
こ
と
で
す
。
医
師
に

よ
る
訪
問
診
療
や
看
護
師
の
訪

問
看
護
等
に
よ
り
、

適
切
な
医
療
を
受
け

な
が
ら
地
域
で
の
生

活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
在
宅
医
療
に
よ

り
、
が
ん
の
末
期
の

方
が
入
院
を
せ
ず
、

痛
み
を
と
り
な
が
ら
自
宅
で
最

期
を
迎
え
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
宇
検
村
で
は
、
村
民

の
方
々
が
安
心
し
て
医
療
や
介

護
を
受
け
な
が
ら
地
域
で
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
今
年
度
よ
り
「
在
宅
医
療
」

の
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

宇
検
村
で
は
、
5
月
に
在
宅

月 日 時　間 内　容 場　所

10

2 9:30 ～ 元気はつらつ教室 須古公民館
3 午前中 頭の体操教室 結いの館
7 18:30 ～ 減る脂（へるし）ー教室 名柄公民館
8 13:30 ～ 5 歳児かみかみ健診 やけうちの里

9
9:30 ～ まんげんなよ教室 屋鈍公民館

10:00 ～ 親子のひろば（歯科の日） やけうちの里
10 午前中 頭の体操教室 結いの館

在宅医療研修会

月 日 時　間 内　容 場　所

10

10 19:00 ～ 健康づくり運動教室 やけうちの里
16 18:30 ～ 減る脂（へるし）－教室 平田公民館
17 午前中 頭の体操教室 結いの館

21
9:30 ～ まんげんなよ教室 宇検公民館

18:30 ～ 減る脂（へるし）－教室 宇検公民館
24 午前中 頭の体操教室 結いの館
27 9:30 ～ まんげんなよ教室 湯湾生活会館

医
療
に
携
わ
る
職
種
が

集
ま
り
、
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
研
修
会
後

に
は
、「
宇
検
村
で
最
期

ま
で
生
き
て
い
く
を
支

え
る
た
め
に
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
種
の
役
割
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

　

7
月
か
ら
は
診
療
所
の
医
師

や
歯
科
医
師
、
看
護
師
、
薬
局

の
薬
剤
師
、
各
介
護
事
業
所
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
職
員
、

村
議
会
議
員
、民
生
委
員
、消
防
、

大
島
郡
医
師
会
在
宅
医
療
連
携

支
援
セ
ン
タ
ー
、
名
瀬
保
健
所
、

行
政
職
員
に
よ
る
連
絡
会
を
定

期
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
は
、
村
民
の
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
や
ご
協
力
も
必
要

で
す
。
今
後
も
在
宅
医
療
の
取

り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
お
楽
し
み
に
～
♬
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要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
よ
♪

保 健 福 祉 だ よ りVol. 5

予 防 接 種 対  象  者 補  助  額 注　意

高齢者肺炎球菌ワ

クチン

（23 価肺炎球菌莢

膜ポリサッカライ

ドワクチン）

①平成 26 年度中に 65 歳・70 歳・

75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・

100 歳・となる者と 101 歳以上

の者。

② 60 歳以上 65 歳未満の者で、

心臓やじん蔵、呼吸器に重い病

気のある者。

3,000 円

（ 自 己 負 担　

4,617 円）

※生活保護世帯

は無料

今までにワクチン

を接種したことの

ある者は公費負担

対象外

水痘（水ぼうそう）

ワクチン

①生後 12 か月～ 36 か月に至る

までの間にある者。

②平成 26 年度に限り、生後 36

か月から生後 60 か月に至るまで

の間にある者。

全額補助

①は２回

②は１回

接種

すでに水痘（水ぼう

そう）に罹患したこ

とがある者・任意接

種を受けた者は公

費負担対象外

　

10
月
1
日
よ
り
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
小
児
の
水

痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
の
定
期
接
種
化
に

伴
い
、
接
種
料
の
一
部
ま
た
は

全
額
補
助
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
及
び
補
助
内
容
は
、
以

下
の
と
お
り
で
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
保
健
福
祉
課

　

☎
６
７
‐
２
２
１
１　

ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

予
防
接
種
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

※ 対象者には 9 月末より、別途案内をしますのでご確認ください。

日　程 時　間 内　容 場　所
毎週

火曜日
10:00 ～

12:00
やけうちの里　無料開放日
親子で気軽にご利用ください。

やけうちの里
会議室

木曜日
月 1 ～ 2 回

10:00 ～
12:00

親子のひろば（母子相談）
歯科の日・遊びの日があります。
妊娠中の方も利用できます。

やけうちの里
会議室

木曜日
※親子のひ

ろばがない週

10:00 ～
12:00

結サロン（育児サークル）
母子ポランティアさんが中心となっ
て楽しく親子遊びなど行ってます。

やけうちの里
会議室

村での母子保健事業を紹介いたしま
すので、是非ご利用ください(^^♪
親子のひろばは防災無線・FMラジオ
等で案内があります。その他は都合
により実施出来ない日もありますの

で詳しくは保険福祉課までお問合せください。
【お問合せ先】

役場保険福祉課　　☎　67-2211　　担当：川畑

妊娠中・子育て中のお母さん・お父さんへ　　

献
血
の
お
知
ら
せ

　

受
付
時
間
短
縮
の
た
め
、
献

血
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

献
血
の
際
は
、
前
夜
5
時
間

以
上
の
睡
眠
と
、
お
食
事
を
お

と
り
に
な
り
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
：
10
月
23
日
（
木
）

▼
受
付
時
間
：
13
時
～
16
時
30
分

▼
会　

場
：
宇
検
村
役
場

※
皆
様
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
あ
な
た
の
献
血
で
、
救
わ

れ
る
「
い
の
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

年　齢 男性 17 歳～ 69 歳、女性 18 歳～ 69 歳

体　重 男性・女性共　　50 ㎏以上

献血間隔 男性 12 週間以上、女性 16 週間以上

年間献血回数 男性 3 回以内、女性 2 回以内

年間総献血量 男性 1,200ml、女性 800ml

血　圧 最高血圧 90 ㎜ Hg 以上

その他 医師が異常がないと認めた者

400ml 献血の基準

広報うけん2014.1017



皆
さ
ん
、『
国
民
文
化
祭
』

を
ご
存
知
で
す
か
？
聞

い
た
こ
と
が
な
い
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。

　
『
国
民
文
化
祭
』
と
は
、
全

国
47
都
道
府
県
の
持
ち
回
り
で

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
国
内
最

大
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今

年
で
29
回
目
（
開
催
地
：
秋
田

県
）
を
迎
え
、
来
年
の
秋
に
鹿

児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が

決
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
す
べ
て
の
市
町
村
が

様
々
な
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
我
が
ま
ち
の
文
化
や
歴
史

を
全
国
に
発
信
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

宇
検
村
で
も
実
行
委
員
会
等

を
組
織
し
て
、
本
村
の
豊
か
な

文
化
遺
産
を
活
か
し
た
3
つ
の

「
主
催
事
業
」
を
柱
に
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、「
見
て
・
聴
い
て
・

食
し
て
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、
魅
力
あ
る
「
国
民
文
化
祭

in
宇
検
村
」
を
作
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
2
0
1
5
in
宇
検
村
　
情
報
コ
ー
ナ
ー

　

宇
検
村
の
魅
力
あ
る
文
化
遺

産
を
広
く
発
信
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
行
き
ま
し
ょ
う
。

■
村
主
催
事
業
の
タ
イ
ト
ル

奄
美
の
奥
座
敷
「
や
け
う
ち
の

文
化
遺
産
」

■
サ
ブ
テ
ー
マ

感
じ
て
み
よ
う
。
探
し
て
み
よ

う
！
宇
検
村
の
宝
。
再
発
見
！

■
開
催
期
日

平
成
27
年
11
月
14
（
土
）
～

平
成
27
年
11
月
15
（
日
）

↑今年 2 月に国民文化祭 PR のため田検保育所を訪れた鹿児島県のゆるキャラ「ぐりぶー」

■問い合わせ先
　第 30 回国民文化祭宇検村実行委員会事務局（宇検村教育委員会内）☎ 67-2261

↑昨年開催の「生涯学習大会・
文化祭」。これをベースに国
文祭を企画しています。

↑大会愛称ロゴマーク

◀次回予告
今号から専用ページを設け、
最新情報をお届けします！
次号では 3 つの主催事業の
中から「宇検村フォトコン
テスト」を紹介します。

○ぐりぶー国民文化祭 Ver.
© 鹿児島県ぐりぶー・さくら
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※
「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
は
掲

載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
掲
載
順
は
届
出

順
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

（平成 26 年 8 月末現在）

　　　 男　　871　人

　　　 女　　967　人

　　　 計　 1,838　人

　 　  世帯   　1,022

村民のうごき
■ 

香
典
返
し

氏
名

住
所

盛　

健
吾

千
葉
県

中
村　

生
駒

平
田

津
曲　

隆
宏

湯
湾

伊
村　

廣
文

湯
湾

中
田　

克
子

奄
美
市

泉　

ヤ
イ

芦
検

吉
原　

セ
チ
子

石
良

玉
利　

勝
弘

芦
検

社
協
ご
寄
付

氏
名

住
所

崎　

拓
也

神
奈
川
県

平　

勝
利

東
京
都

河
内　

昭
蔵

大
阪
府

宮
薗　

四
郎

鹿
児
島
市

林　

大
輔

京
都
府

禧
久　

進

鹿
児
島
市

徳
田　

伸
一

東
京
都

比
嘉　

ひ
ふ
み

大
阪
府

重
村　

陽
子

鹿
児
島
市

栄　

一
美

奈
良
県

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税  

続
き

　
　
　
（
匿
名
希
望
者　

他
7
人
）

 

平
成
26
年
４
月 

～ 

平
成
26
年
7
月

タエン浜

氏
名

住
所

坂　

キ
エ

神
奈
川
県

福
島　

光
男

大
阪
府

吉
久　

キ
ヨ

鹿
児
島
市

幸
田　

孝
一
郎

千
葉
県

坂
井　

正
道

神
奈
川
県

川
畑　

春
俊

神
奈
川
県

元
田　

和
人

東
京
都

広
報
お
礼

氏
名

住
所

島
村　

正
彬

神
奈
川
県

益
浦　

政
三

神
奈
川
県

元
井　

文
夫

長
崎
県

池
田　

と
く
子

神
奈
川
県

元
田　

顕
治

東
京
都

昌
木　

俊
憲

大
阪
府

作
田　

竜
一

東
京
都

徳
永　

嘉
彦

神
奈
川
県

木
村　

雪
子

東
京
都

幸
田　

孝
一
郎

千
葉
県

木
村　

武
夫

神
奈
川
県

安
田　

博
隆

東
京
都

武
村　

忍

神
奈
川
県

本
田　

よ
し
の

埼
玉
県

氏
名

年
齢

住
所

盛　

タ
ケ

101

平
田

津
曲　

ト
ク
子

77

湯
湾

東　

俊
英

75

屋
鈍

泉　

西
源

84

芦
検

碇
元　

ヤ
エ

102

宇
検

吉
原　

勝
義

74

石
良

玉
利　

好
文

59

芦
検

お
く
や
み
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写真はその時代の風景を正確に写し、
その画像は人々の忘れかけたウムイを鮮明に蘇らせる。

懐
か
し

記
の

憶

＊皆さんのお宅に眠っている宇検村に関する昔懐かしい写真をご提供ください。
　このコーナーでご紹介します。なお、提供いただいた元の写真はお返しします。

　◎ 問い合わせ先：宇検村役場  総務企画課  広報係  ☎ 67-2211（内線 125）

広
報
う
け
ん
・
平
成
6
年
8
月
号
よ
り

大
物
2
匹
～
芦
検
待
ち
網
漁
組
合
～

　

今
回
は
、
芦
検
の
待
ち
網
漁

で
大
物
2
匹
が
御
用
と
い
う
話

題
で
す
。
待
ち
網
漁
と
は
、
岸

か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ

に
仕
掛
け
た
網
に
魚
が
入
る
の

を
松
の
上
か
ら
ひ
た
す
ら
監
視

し
て
待
つ
と
い
う
方
法
で
昔
か

ら
伝
わ
る
漁
法
で
す
。

　

記
事
に
よ
る
と
、
仕
掛
け
網

を
3
人
で
上
げ
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
な
か
な
か
上
が
ら
ず
、
近

く
を
通
り
が
か
っ
た
車
に
引
っ

張
っ
て
も
ら
い
、
や
っ
と
の
思

い
で
引
き
上
げ
た
と
の
こ
と
で

す
。
引
き
上
げ
た
の
は
、
カ
マ

ジ
（
ロ
ウ
ニ
ン
ア
ジ
）
50
㎏
級

が
2
匹
で
そ
の
日
の
芦
検
集
落

の
食
卓
に
刺
身
と
し
て
上
が
っ

た
そ
う
で
す
。

↑ 待ち網漁で捕れたカマジ（ロウニンアジ）

　
真
夏
の
暑
さ
も
和
ら
ぎ
つ
つ

あ
り
、
朝
晩
は
か
な
り
涼
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
宇
検
村
で

は
、
10
月
に
村
民
体
育
大
会
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
、

体
を
動
か
し
て
い
な
い
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

日
々
が
続
く
は
ず
で
す
。(

泣)

　
さ
て
、
前
号
で
紙
面
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
宣
言
し
、
試
し

て
み
ま
し
た
が
…
な
か
な
か
難

し
い
で
す
ね
。

　
そ
ん
な
中
、
嬉
し
い
こ
と
が
、

現
在
は
内
地
に
住
ま
れ
て
い
る

芦
検
出
身
の
方
か
ら
「
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

次
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
楽
し
み

し
て
ま
す
。」
と
い
う
手
紙
を
貰

い
、
も
の
凄
く
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

も
っ
と
レ
イ
ア
ウ
ト
や
写
真
を

勉
強
し
、
楽
し
め
る
紙
面
を
つ

く
る
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

総
務
企
画
課  

広
報
担
当  

重
山

編 

集 

後 

記

　

待
ち
網
漁
は
近
年
、
日
常
で

は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
伝

統
の
漁
を
後
世
へ
伝
え
て
い
く

た
め
に
、
芦
検
集
落
に
は
保
存

会
が
あ
り
ま
す
。
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